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（１）対象地域 

室内実験：粘土鉱物への放射性セシウムの収着性実験。土壌・堆積物の主要粘土鉱物のモンモリロナイ

ト、イライト、カオリナイト、石英、炭酸カルシウムを使用。 

（2）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 

（2）流出挙動・経路 

 

（3）除染の際の留意点 

粘土鉱物への収着性は高い。特にイライト、モンモリロナイトは高い収着性とともに不可逆性が高い。 

 

（4）担当者のコメント 

土壌に含まれる鉱物の収着性を検討した。特に、有機物（土壌から抽出した腐植物質）、鉄酸化物、アル

ミニウム酸化物のコーティングの影響を評価した。実験条件は以下のとおりである。 

固液比 1:100  粘土鉱物（イライト、モンモリロナイト、カオリナイト） 

     1:10   石英、炭酸カルシウム 

イオン強度 0.01M CaCl2 腐植物質濃度 0, 5, 10, 25 mg/l 137Cs 1 kBq/ml 

収着性実験結果 
137Cs の収着性 Ｋｄ値 

 イライト＞モンモリロナイト≧カオリナイト＞炭酸カルシウム＞石英（ほぼ０） 

炭酸カルシウム、石英、カオリナイトはコーティングの影響はほとんど認められない。 

粘土鉱物のイライトとモンモリロナイト 

 有機物のコーティングにより 137Cs の収着性は減少。イライト＞モンモリロナイト 

 アルミニウム酸化物のコーティングにより収着量は増加——イライト 

 アルミニウム・鉄酸化物のコーティングにより収着量は減少——モンモリロナイト 

 

脱着性実験結果 

 非可逆的な収着 脱離のＫｄ  

   イライト＞モンモリロナイト＝カオリナイト＞炭酸カルシウム＞石英 

 

福島地域でも土壌環境により放射性セシウムの収着性とその安定性は異なる可能性あり。 

 


